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＜様式２＞

１．施策の方向性

平成23年度～
平成27年度

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

③

1

2

3

4

5

病後児保育事業 子ども未来課

2,415       統合（整理）　 病気の回復期にあり、集団保育が困難な児童を一時的に保育することにより、保護者の子育てと
就労の両立等を支援するとともに、児童の福祉の向上を図る。

保育支援事業 子ども未来課

3,123       

子ども未来課

684          　 保護者が就労や疾病等の理由により家庭で養育することが一時的に困難となった場合、該当児
童を乳児院等で一定期間養育し、児童及びその家庭の福祉の向上を図る。

　 保護者が疾病等で養育することが一時的に困難になった場合に当該児童を乳児院等に入所さ
せ必要な保護を行う。また、病気等の回復期にあり集団保育や登校が困難な児童を保育施設等で
看護する。

保育業務委託事業 子ども未来課

625,276    

１．就学前教育の環境整備 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

　 私立保育所が事業を円滑に実施するための体制づくり等に対して補助金を交付し、特別保育事
業を推進する。

保育所保育事業等補助金 子ども未来課

29,918     32,805     49,774     現状維持

　 施設の維持管理に努め、円滑な保育所運営を実施する。

保育所管理運営事業

528,526    548,741    現状維持
　 保護者の就労等により、保育を必要とする児童の健全な心身の発達を図る。

京丹後市保育所再編等推
進計画

将来にわたり子どもたちにとってより良い保育を保障するため、地
域の特性に配慮しながら、小規模保育所等の統廃合及び社会福
祉法人への運営委託等を具体的に進めるために策定

平成23年3月
第2次京丹後市保育所再編
等推進計画を策定（平成２９
年度～平成３３年度）

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

京丹後市教育振興計画

担当課 担当課長
子ども未来課 服部　智昭

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

１．就学前教育の環境整備

①「京丹後市保育所再編等推進計画」に基づき、旧６町域すべてにおいて、保護者の就労状況等の家庭環境
に関わらず、就学前の教育・保育を総合的に提供できる環境整備を進めます。
②子育て家庭の子育ての不安に寄り添いサポートする体制の強化を図ります。
③職員自身の自主的な資質向上を促すため、保育所・幼稚園の全職員を対象とした研修の充実を図るととも
に、公開保育や職員の交流機会の充実を図ります。

２．保幼小の連携強化 ①保幼小の円滑な接続のためのカリキュラムを開発し、すべての保育所、認定こども園及び小学校で実施します。

「京丹後市保育所再編等推進計画」に基づき、旧６町域すべてにおいて、保護者の就労状況等の家庭環境に関わらず、就学前の教育・保育を総合的
に提供できる環境整備を進めます。

職員自身の自主的な資質向上を促すため、保育所・幼稚園の全職員を対象とした研修の充実を図るとともに、公開保育や職員の交流機会の充実を図
ります。

重点目標 1 就学前の子どもの教育・保育環境を充実します

基本的方針

　就学前の子どもの健やかな育ちを確保するため、保育ニーズに応じた保育環境の整備はもとより、保育士や教員の資質向上及び専
門性を高めるために研修機会を設けるとともに、幼稚園と保育所の連携を深め、教育・保育を総合的に提供できる環境づくりに取り組
みます。また、小学校への円滑な接続を目指し、保幼小の連携を強化します。
　地域や家庭で安心して子育てができるよう、地域の実情や保護者のニーズを的確に把握しサービス情報の周知徹底を図るとともに、
子育てや就学前教育についての情報交換や気軽に相談する場の確保に努めます。

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

② 子育て家庭の子育ての不安に寄り添いサポートする体制の強化を図ります。

京丹後市子ども・子育て支
援計画

市における子どもの健やかな育ちと保護者の子育てを社会全体で
支援する環境づくりを一層進めるため策定

平成27年3月
平成27年度～
平成３１年度

子ども未来課

145,074    211,907    150,372    縮小

子育て支援ｾﾝﾀｰ事業 子ども未来課

12,257     13,967     17,980     拡大　 保育所入所前の子育て家庭のため、子育て相談や遊びの場の提供等の育児支援活動を通し
て、地域に密着した子育ての環境を整える。

子育て短期支援事業

       3,370 現状維持

統合（整理）

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 

ＰＬＡＮ 
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

13

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

14

15

16

17

18

1

2

幼稚園ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業

　 保育所入所児童の健康管理、臨時職員の雇用、職員等の研修、児童の送迎バス運行、給食調
理業務等により保育所の円滑な運営を図る。

13,833     

　 幼稚園に介護職員及び預かり保育職員を配置することで、適正かつ円滑な幼稚園運営を行う。

終了・廃止

-             現状維持

現状維持

子ども未来課

子ども未来課

36,545     5,574       終了・廃止

２．保幼小の連携強化

H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

① 保幼小の円滑な接続のためのカリキュラムを開発し、すべての保育所、幼稚園及び小学校で実施します。

　 認定こども園(2号・3号認定児）の運営が円滑に行えるよう、職員研修・児童の健康管理や臨時
職員の雇用を行うほか、給食調理業務、幼児送迎業務を実施する。また、私立認定こども園に対し
施設給付を行うとともに、市外の認定こども園を利用した際の施設給付を行う。

　 認定こども園(1号認定児）の運営が円滑に行えるよう、児童の健康管理や臨時職員の雇用を行
う。また、私立認定こども園に対し施設給付を行う。

保育利用管理運営事業

　 幼稚園における円滑な教育活動を実施するため、専門医による検診や保健衛生管理を行い、
園児の健康保持と増進を図る。

479,749    統合（整理）

計 1,376,975 1,432,231 

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ事業 子ども未来課

65           67           

　すべての子どもが健康で幸せに暮らせるまちづくりの推進及び子ども・子育て支援事業計画、保
育所再編等推進計画等、特定教育・保育施設の利用定員の設定を審議する。

子ども未来まちづくり審議会事業 子ども未来課

1,475,355 

66           38           

小中一貫教育推進事業《再掲》

　「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、小中一貫教育の推進に向け、協議会及び専門部会
で調査研究を行う。

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円） 事務の改善

保育所施設管理事業 子ども未来課

- 8,951       12,037     現状維持　適切な維持管理のもと、施設を利用する児童、職員が安全に過ごすことができるよう必要な点検・
整備を実施する。

保育所整備事業 子ども未来課

184          現状維持

認定こども園施設管理事業 子ども未来課

　適切な維持管理のもと、施設を利用する児童、職員が安全に過ごすことができるよう必要な点検・
整備を実施する。

　平成31年度開設予定の網野こども園への移行をスムーズに行うため、網野みなみ保育所の環境
整備工事を実施する。また、統廃合により空き施設となっている老朽化した旧保育所施設について
2施設を解体する。

87,163     休止

7,877       39,114     現状維持

56           現状維持　子どもの預かり等の援助を受ける方、援助を行う方からなる会員同士の援助活動を調整し、概ね
生後2か月～小学校3年生までの子どもを持つ家庭の子育て支援を図る。

決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額

園児等健康管理事業 子ども未来課

274          53           

484,751    578,047    

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

30,819     1,061       終了・廃止

学校教育課

-             -             

終了・廃止

教育利用管理運営事業 子ども未来課

2,623       

幼稚園施設管理事業 子ども未来課

幼稚園管理運営事業 子ども未来課

　 適正な幼稚園運営や教育環境の充実に取り組み、就学時前教育の充実を図る。

　 幼稚園施設の適切な維持管理により、良好な学習環境の確保を図る。

保育所一般経費 子ども未来課

75,680     現状維持43,745     
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

　保育所の利用において、0～2歳の低年齢児の利用が増える傾向にあり、このニーズに応える保
育所の運営を続けるとともに、平成27年3月に策定した京丹後市子ども・子育て支援事業計画と整
合性を図りつつ、今後も子育て支援の施策の充実を図る。なお、旧6町域すべてに設置していた
幼稚園は、平成30年度に5施設、平成31年度に1施設を「認定こども園」に移行運営するため、「幼
稚園の数」について目標指標及び目標値の見直しを行う。

2
　「京丹後市小中一貫教育保幼小接続モデルプラン」を参考に、各学園で保幼小の情報共有や
教職員の交流と相互理解を深めるなど、小学校教育への円滑な接続を図るための取組みの充実
を図る。

病後児保育の実施事業所数 事業所 0 H25 1 H30

H25

×

進捗状況区分 評価

◎

○

○

▲

基本的方針

　就学前の子どもの健やかな育ちを確保するため、保育ニーズに応じた保育環境の整備はもとより、保育士や教員の資質向上及び専門性を高め
るために研修機会を設けるとともに、幼稚園と保育所の連携を深め、教育・保育を総合的に提供できる環境づくりに取り組みます。また、小学校へ
の円滑な接続を目指し、保幼小の連携を強化します。
　地域や家庭で安心して子育てができるよう、地域の実情や保護者のニーズを的確に把握しサービス情報の周知徹底を図るとともに、子育てや就
学前教育についての情報交換や気軽に相談する場の確保に努めます。

1 H30 6 R6

一時預かり実施事業所数 事業所 6 H25 10 H30 9

《幼稚園の数》
　第2次京丹後市保育所再編等推進計画を策定し、令和3年度(平成33年度)までの5ケ年を期間として、①保育所の
再編、②民営化の検討、③認定こども園への移行などを定めている。6町すべての町域において認定こども園に移行
することができた。

《病後児保育の実施事業所数》
　平成27年度の開設から4年目を迎え、徐々に利用が増加した。課題としては、特に子育て世代に、この制度の存在
を伝える広報活動の推進がある。

《子育て支援センター数》
　市内8ヵ所で開設しており、保健師、助産師など専門職が子育て相談に対応するとともに、子育て世代間の友達づ
くり、情報共有など居場所を提供することができた。スペースの関係で児童の年齢に応じたクラス編成により、利用の
曜日を決めるという調整をせざるを得ない点が課題となっている。

《一時預かり実施事業所数》
　平成28年度から、大宮北保育所とこうりゅう保育所を公設民営に移行させたことに伴い、両施設とも一時預かりを開
始して、サービスの向上を図ることができた。

《保育所・幼稚園職員の全体研修数》
　計画どおり全体研修を実施することができた。職員の資質向上は、教育・保育を提供する上で課題でもあるため、こ
れ以外にも機会を捉えて研修を実施していく必要がある。
　

３０年度成果と今後の課題

区分 No. 具　体　的　内　容

施策展開の考え方

1

R6

保育所・幼稚園職員の全体研修数 回 3 H25 3 H30 5 R6

主な目標指標

目標指標 単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度 年度

1 R6

子育て支援センター数 か所 7 H25 8 H30 8 R6

幼稚園の数 園 4

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 

ＡＣＴ 
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